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1 はじめに 






































図 1、2 に示すように、太さと濃さについてそれぞれ 3
種類のパターンをヨコ 12.7cm×タテ 17.8cm の用紙に印
刷したものを刺激として用いた。感性語対には、墨絵や書


























































図 2 濃さの刺激 図 1 太さの刺激 
























図 3 パターンの提示と回答の一例 
 






















図 7 墨絵調画像の生成 
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図 6「中太・中濃」の 
刺激に想定される分布 
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[3] 渡邉賢悟：“Lily Library ver.1”， 
<http://kengolab.net/lab/Lily/> (アクセス日：2015
年 12月 22日) 
図 11 システム画面 
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図 10 筆触パターン 
 
 







濃度値：      (0～255) 
 
 
図 9 墨絵調画像の生成手順 
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